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■

�  2008.6

第
52
回
通
常
総
会
開
催

　

本
会
は
５
月
23
日
千
葉
市
内
の
ホ
テ

ル
に
お
い
て
第
52
回
通
常
総
会
を
開
催

し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
坂
戸
誠
一
会
長
か
ら

「
本
会
は
、
会
員
の
皆
様
が
事
業
協
同

組
合
を
始
め
と
す
る
連
携
組
織
の
有
効

性
や
必
要
性
を
再
確
認
し
、
国
や
県
の

施
策
の
活
用
に
よ
り
、
自
ら
の
企
業
の

生
産
性
の
向
上
を
図
り
、
地
域
社
会
の

繁
栄
の
た
め
に
中
核
的
な
役
割
を
果
せ

る
よ
う
、「
中
小
企
業
の
経
営
革
新
の

支
援
」
や
「
巡
回
指
導
の
徹
底
と
専
門

家
を
活
用
し
た
指
導
の
継
続
」
等
を
重

点
目
標
に
掲
げ
て
、
各
種
事
業
を
積
極

的
に
実
施
し
て
ご
支
援
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
、
中
小
企
業
の
さ
ら
な
る
振
興

に
必
要
な
政
策
活
動
を
皆
さ
ん
と
共
に

推
進
し
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
」
と

い
う
旨
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

議
事
は
、
①
平
成
19
年
度
事
業
報
告

書
及
び
決
算
報
告
書
（
財
産
目
録
、
貸

借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
、
剰
余
金
処

分
案
）
の
承
認
の
件
②
平
成
20
年
度
事

業
計
画
（
案
）
及
び
収
支
予
算
（
案
）

並
び
に
会
費
の
賦
課
徴
収
方
法
決
定
の

件
③
常
勤
役
員
報
酬
決
定
の
件
④
役
員

の
欠
員
に
よ
る
補
充
の
件
⑤
第
61
回
中

小
企
業
団
体
全
国
大
会（
千
葉
県
大
会
）

の
開
催
の
件
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も

原
案
ど
お
り
可
決
・
承
認
さ
れ
た
。

　

役
員
の
補
欠
選
任
に
つ
い
て
は
伊
藤

雄
二
参
与
が
常
務
理
事
（
専
従
）
に
、

畔
高
敦
司
千
葉
県
商
店
街
連
合
会
会
長

が
理
事
に
選
出
さ
れ
た
。

　

全
国
大
会
に
つ
い
て
は
平
成
21
年
11

月
19
日
に
、
本
会
と
全
国
中
小
企
業
団

体
中
央
会
の
共
催
で
、
千
葉
市
美
浜
区

の
幕
張
メ
ッ
セ
「
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
」

に
お
い
て
開
催
す
る
こ
と
に
決
定
し
た

（
大
会
の
概
要
は
13
ペ
ー
ジ
）。
こ
れ
に

伴
い
会
長
の
諮
問
機
関
と
し
て
「
全
国

大
会
準
備
委
員
会
」
を
６
月
20
日
に
立

ち
上
げ
、
大
会
開
催
の
実
施
体
制
を
決

定
す
る
。

　

総
会
・
懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー
に
は
堂
本

暁
子
千
葉
県
知
事
、
臼
井
正
一
千
葉
県

議
会
商
工
労
働
企
業
常
任
委
員
会
委
員

長
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
来
賓
に
ご

臨
席
い
た
だ
い
た
。

　

全
国
中
小
企
業
団
体
中
央
会
と
全
国

農
業
協
同
組
合
中
央
会
（
Ｊ
Ａ
全
中
）

は
、
３
月
27
日
都
内
の
ホ
テ
ル
に
お
い

て
「
農
商
工
連
携
に
関
す
る
懇
談
会
」

を
開
催
し
た
。

　

こ
れ
は
、
本
年
２
月
に
「
中
小
企
業

者
と
農
林
漁
業
者
と
の
連
携
に
よ
る
事

業
活
動
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
案
）」

が
国
会
に
提
出
さ
れ
た
の
を
受
け
て
、

今
後
両
中
央
会
の
連
携
を
深
め
て
い
く

こ
と
で
合
意
し
た
。

　

当
日
は
、
全
国
中
央
会
か
ら
、
佐
伯

昭
雄
会
長
、市
川
隆
治
専
務
理
事
等
が
、

Ｊ
Ａ
全
中
か
ら
は
、
宮
田
勇
会
長
、
向

井
地
純
一
専
務
理
事
等
が
出
席
し
た
。

　

懇
談
会
冒
頭
、
宮
田
Ｊ
Ａ
全
中
会
長

か
ら
、「
農
業
も
中
小
企
業
も
地
域
社

会
の
一
員
で
あ
り
、
地
域
で
は
相
通
じ

る
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分

野
で
連
携
し
、
産
業
の
縦
割
り
体
制
を

乗
り
越
え
、
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
し

て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
。
続
い
て
佐
伯

全
中
会
長
か
ら
は
「
政
府
は
来
年
度
予

算
に
お
い
て
、
地
域
経
済
の
活
力
の
復

活
と
中
小
企
業
の
生
産
性
の
向
上
を
目

指
し
、
農
林
水
産
業
と
商
工
業
が
連
携

す
る
『
農
商
工
連
携
』
促
進
策
を
講
ず

る
こ
と
と
し
て
い
る
。
本
日
の
懇
談
会

を
受
け
て
、
都
道
府
県
ご
と
の
両
中
央

会
連
携
の
下
、
１
プ
ラ
ス
１
が
３
に
も

４
に
も
な
る
よ
う
な
連
携
の
実
が
挙
が

る
よ
う
、
各
都
道
府
県
に
お
い
て
具
体

的
な
取
り
組
み
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
を

切
に
願
う
」
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

懇
談
会
で
は
、両
中
央
会
に
お
い
て
、

「
環
境
」「
食
の
安
心
・
安
全
」「
地
域

活
性
化
」
の
３
本
柱
を
中
心
に
、今
後
、

地
域
で
い
か
に
具
体
的
に
連
携
し
て
い

く
か
に
つ
い
て
協
議
の
場
を
設
け
、
協

力
し
て
い
く
こ
と
で
合
意
し
た
。

　

経
済
産
業
省
は
農
林
水
産
省
と
共
同

で
、
農
林
水
産
業
と
商
工
業
等
の
連
携

の
取
り
組
み
事
例
を
公
表
し
た
。

　

こ
れ
は
、
本
年
２
月
に
事
例
募
集
を

行
い
、
応
募
さ
れ
た
取
り
組
み
の
中
か

ら
、
多
く
の
事
業
者
の
参
考
に
な
る
も

の
88
件
を
選
定
し
て
公
表
し
た
も
の
。

　

中
小
企
業
組
合
関
係
で
は
、（
協
）

マ
リ
ン
テ
ッ
ク
釜
石
の
「
水
産
資
源
を

利
用
し
た
機
能
性
食
品
原
料
の
開
発
・

販
売
」、群
馬
県
漬
物
工
業
（
協
）
の
「
地

元
産
キ
ャ
ベ
ツ
を
使
っ
た
キ
ム
チ
の
製

造
・
販
売
」、
香
川
県
製
粉
製
麺
（
協
）

の
「
県
独
自
開
発
の
麺
用
小
麦
製
品
の

普
及
・
定
着
」、（
協
）
フ
ー
ド
パ
ル
熊

本
の
「
交
流
型
工
業
団
地
に
よ
る
地
域

産
品
の
開
発
・
販
売
促
進
」
等
が
公
表

さ
れ
た
。

　

ま
た
、
千
葉
県
か
ら
は
㈱
と
み
う
ら

の
「
房
州
び
わ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
か
ら
観

光
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
展
開
」
と
㈱
ア
ビ
ー

の
「
海
産
物
に
お
け
る
鮮
度
保
持
シ
ス

テ
ム
の
開
発
」
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

農
林
水
産
省
大
臣
官
房
企
画
評
価
課

℡
０
３
・
３
５
０
２
・５
５
１
６

経
済
産
業
省
地
域
経
済
産
業
グ
ル
ー
プ

産
業
施
設
課

℡
０
３
・
３
５
０
１
・
１
６
７
７

　

千
葉
県
は
、
ま
ち
づ
く
り
と
一
体
と

な
っ
た
商
店
街
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

「
商
業
者
の
地
域
貢
献
に
関
す
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
を
策
定
し
、
こ
の
ほ
ど
公
表

し
た
。
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
大
型

店
と
地
域
商
業
者
が
協
働
し
て
地
域
貢

献
す
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の

も
の
で
、
そ
の
具
体
例
と
し
て
①
地
域

連
携
の
促
進
（
団
体
へ
の
加
入
、
イ
ベ

ン
ト
の
共
催
、
地
域
情
報
の
発
信
へ
の

協
力
等
）
②
地
域
振
興
へ
の
寄
与
（
千

産
千
消
、
観
光
振
興
へ
の
協
力
、
地
元

雇
用
の
促
進
等
）
③
景
観
・
環
境
へ
の

配
慮
（
街
並
み
に
配
慮
し
た
施
設
建
設
、

ゴ
ミ
の
減
量
化
等
）
④
地
域
防
災
・
防

犯
へ
の
協
力
、
青
少
年
健
全
育
成
・
地

域
福
祉
へ
の
協
力
等
を
挙
げ
て
い
る
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

千
葉
県
経
営
支
援
課
商
業
・
大
型
店
室

℡
０
４
３
・
２
２
３
・
２
８
２
４

全
国
中
央
会
・
Ｊ
Ａ
全
中

と
農
商
工
連
携
で
合
意

「
農
商
工
連
携
88
選
」を
公
表

千
葉
県
「
商
業
者
の
地
域
貢
献
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
策
定

　トピックス
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08
年
版
中
小
企
業
白
書

生
産
性
向
上
と
地
域
経
済
活
性
化
へ

⑴
中
小
企
業
を
巡
る
構
造
変
化

①
我
が
国
の
労
働
力
人
口
の
減
少
が
予

測
さ
れ
て
い
る
。
経
済
成
長
率
＝
就
業

者
数
増
加
率
＋
労
働
生
産
性
上
昇
率
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
持
続
的
な
経
済
成
長

の
た
め
に
は
労
働
生
産
性
の
向
上
が
不

可
欠
で
あ
る
②
我
が
国
の
労
働
生
産
性

の
水
準
は
、米
国
の
７
割
程
度
で
あ
り
、

Ｇ
７
の
平
均
よ
り
も
低
い
。
労
働
生
産

性
を
ど
の
よ
う
に
向
上
さ
せ
る
か
が
課

題
と
な
っ
て
い
る
③
中
小
企
業
の
労
働

生
産
性
の
水
準
は
、
大
企
業
と
比
べ
て

低
い
④
業
種
別
で
は
、
大
企
業
・
中
小

企
業
と
も
に
小
売
業
や
飲
食
店
、
宿
泊

業
の
労
働
生
産
性
の
水
準
が
低
い
⑤
中

小
企
業
の
労
働
生
産
性
の
水
準
の
相
違

は
、
資
本
装
備
率
が
低
い
こ
と
に
よ
る

要
因
が
大
き
い
⑥
中
小
企
業
が
資
本
装

備
率
を
引
き
上
る
の
に
は
限
界
が
あ
る

も
の
の
、
不
足
し
て
い
る
資
本
（
例
え

ば
Ｉ
Ｔ
）
を
投
資
効
果
等
を
踏
ま
え
て

装
備
し
た
り
、
資
本
装
備
率
の
低
さ
を

SaaS

・A
SP

の
活
用
等
の
工
夫
で
補
完

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
⑦
労
働
生
産

性
に
つ
い
て
03
～
05
年
度
の
伸
び
率
で

見
る
と
、
小
売
業
や
飲
食
店
、
宿
泊
業

の
中
小
企
業
は
他
業
種
に
比
べ
て
低
い

⑧
労
働
生
産
性
の
伸
び
率
を
付
加
価
値

額
の
要
因
と
労
働
投
入
量
の
要
因
に
分

解
す
る
と
、
中
小
企
業
の
小
売
業
、
飲

食
店
、
宿
泊
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
の
伸
び

は
労
働
投
入
量
の
減
少
に
よ
る
も
の
で

あ
り
、
付
加
価
値
額
の
伸
び
の
寄
与
は

小
さ
い
⑨
労
働
生
産
性
を
上
げ
て
い
く

た
め
に
は
、
労
働
投
入
量
の
節
約
等
の

効
率
化
も
重
要
で
あ
る
が
、
付
加
価
値

額
を
増
大
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重
要
。

⑵
経
済
の
サ
ー
ビ
ス
化
の
進
展

①
経
済
の
サ
ー
ビ
ス
化
は
進
展
し
て
お

り
、
就
業
者
数
も
上
昇
傾
向
。
中
小
企

業
・
小
規
模
企
業
の
う
ち
第
三
次
産
業

に
属
す
る
企
業
の
割
合
も
高
ま
っ
て
い

る
②
中
小
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
労
働
生
産

性
の
水
準
を
業
種
別
に
み
る
と
、
サ
ー

ビ
ス
の
専
門
性
や
受
給
等
の
市
場
環
境

の
相
違
か
ら
、
情
報
通
信
業
、
卸
売
業
、

事
業
所
向
け
サ
ー
ビ
ス
業
等
に
お
い
て

労
働
生
産
性
の
水
準
が
高
い
企
業
の
割

合
が
高
い
③
中
小
サ
ー
ビ
ス
業
の
経
営

戦
略
を
み
る
と
、
こ
れ
ま
で
規
模
拡
大

を
重
視
し
て
き
た
企
業
の
割
合
が
高

か
っ
た
が
、
今
後
は
、
顧
客
単
価
を
上

げ
よ
う
と
す
る
意
識
は
高
ま
っ
て
き
て

い
る
④
サ
ー
ビ
ス
の
付
加
価
値
向
上
の

た
め
に
は
、
ま
ず
、
顧
客
の
ニ
ー
ズ
や

満
足
度
を
把
握
し
、
サ
ー
ビ
ス
に
対
す

る
不
満
や
ト
ラ
ブ
ル
を
減
ら
す
こ
と
が

重
要
⑤
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
不
満
や
ト

ラ
ブ
ル
は
品
質
の
ば
ら
つ
き
や
、
顧
客

か
ら
み
て
期
待
す
る
水
準
に
満
た
な
い

こ
と
が
原
因
。個
々
の
事
業
者
が
、タ
ー

ゲ
ッ
ト
を
明
確
に
し
て
差
別
化
を
図
り

つ
つ
、
安
定
し
た
品
質
や
高
い
水
準
の

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
た
め
に
努
力
す
る

こ
と
が
必
要
⑥
個
々
の
事
業
者
が
サ
ー

ビ
ス
の
品
質
を
向
上
さ
せ
て
も
、
そ
れ

が
価
格
に
反
映
さ
れ
な
い
取
引
環
境
と

な
っ
て
い
る
場
合
、
付
加
価
値
の
向
上

は
実
現
で
き
な
い
。
現
状
で
は
４
社
に

１
社
が
品
質
等
を
価
格
に
反
映
で
き
な

い
と
し
て
い
る
⑦
こ
の
た
め
、
品
質
等

を
価
格
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
取
り
組

と
し
て
、
顧
客
へ
の
説
明
の
強
化
の
ほ

か
、
消
費
者
向
け
サ
ー
ビ
ス
で
は
「
品

質
の
可
視
化
の
た
め
の
工
夫
」
運
輸
業

で
は
「
業
界
の
慣
行
や
慣
例
の
是
正
」

と
い
っ
た
取
引
環
境
の
整
備
が
必
要
と

考
え
ら
れ
て
い
る
⑧
以
上
の
よ
う
な
付

加
価
値
向
上
へ
の
取
り
組
み
に
加
え
、

生
産
性
向
上
の
た
め
に
は
、
業
務
プ
ロ

セ
ス
を
見
直
し
、
安
定
的
な
品
質
の

サ
ー
ビ
ス
を
効
率
的
に
提
供
す
る
こ
と

も
重
要
⑨
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
付
加
価
値

の
向
上
等
を
図
る
観
点
か
ら
、
人
材
の

確
保
・
育
成
も
重
要
。
し
か
し
、
第
三

次
産
業
の
平
均
給
与
額
は
90
年
代
後
半

か
ら
下
が
り
始
め
、
第
二
次
産
業
を
下

回
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
サ
ー
ビ
ス
産

　

08
年
版
中
小
企
業
白
書
が
発
表
さ
れ

た
。
こ
れ
は
中
小
企
業
基
本
法
に
基
づ

い
て
政
府
が
毎
年
国
会
に
提
出
す
る
年

次
報
告
で
、
以
下
は
そ
の
骨
子
。

07
年
度
に
お
け
る
中
小
企
業
の
動
向

　

原
油
・
原
材
料
価
格
の
高
騰
、
改
正

建
築
基
準
法
施
行
後
の
建
築
着
工
件
数

の
減
少
が
発
生
し
、
こ
れ
ら
の
影
響
を

背
景
と
し
て
、
中
小
企
業
の
業
況
が
悪

化
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
現
在
の
６
年
を
超
え
る
景

気
回
復
局
面
に
お
い
て
、
中
小
企
業
の

多
く
は
回
復
の
実
感
に
乏
し
く
、
業
種

間
・
地
域
間
で
回
復
に
ば
ら
つ
き
が
あ

る
背
景
に
は
、
原
油
価
格
の
高
騰
等
の

突
発
的
、循
環
的
な
要
因
だ
け
で
な
く
、

中
小
企
業
が
大
企
業
に
比
べ
て
民
間
消

費
に
大
き
く
依
存
し
て
お
り
、
近
年
の

雇
用
・
所
得
環
境
の
変
化
に
伴
っ
て
民

間
消
費
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
こ
と
等
の

構
造
的
な
要
因
が
存
在
す
る
。

中
小
企
業
の
生
産
性
の
向
上
に
向
け
て
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ど
の
有
効
活
用
が
期
待
さ
れ
る
④
中
小

企
業
は
、
Ｉ
Ｔ
の
活
用
に
よ
る
業
務
プ

ロ
セ
ス
の
合
理
化
や
コ
ス
ト
の
削
減
の

効
果
を
確
認
し
て
い
る
が
、製
品
・
サ
ー

ビ
ス
の
高
付
加
価
値
化
や
売
上
げ
増
大

の
効
果
は
相
対
的
に
低
い
傾
向
⑤
し
か

し
、
Ｉ
Ｔ
の
活
用
に
よ
る
取
引
先
拡
大

の
効
果
が
見
ら
れ
る
。
新
規
取
引
先
は

国
内
全
域
か
ら
海
外
に
も
及
ぶ
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
の
工
夫
で
顧
客
獲
得
に
効

果
を
上
げ
て
い
る
例
も
多
い
⑥
労
働
生

産
性
の
水
準
の
高
い
中
小
企
業
で
は
電

子
商
取
引
を
行
な
っ
て
い
る
企
業
が
多

い
傾
向
⑦
業
務
の
合
理
化
の
み
な
ら

ず
、
電
子
商
取
引
等
に
よ
る
売
上
げ
増

大
や
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
高
付
加
価
値

化
に
向
け
、
Ｉ
Ｔ
の
戦
略
的
な
活
用
が

期
待
さ
れ
る
。

⑷
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
対
応

①
日
本
の
輸
出
入
は
拡
大
テ
ン
ポ
を
強

め
て
お
り
、
主
に
ア
ジ
ア
が
牽
引
し
て

い
る
②
中
小
企
業
に
お
い
て
も
、
売
上

高
に
対
す
る
輸
出
の
比
率
が
上
昇
す
る

と
と
も
に
、
輸
出
を
行
な
う
企
業
の
方

が
業
況
感
が
良
い
③
な
お
、
我
が
国
の

サ
ー
ビ
ス
輸
出
額
も
訪
日
外
国
人
客
の

増
加
、
特
許
使
用
料
の
増
大
等
か
ら
増

加
傾
向
④
中
小
企
業
製
造
業
の
労
働
生

産
性
の
水
準
を
み
る
と
、
輸
出
を
行
な

う
企
業
の
方
が
労
働
生
産
性
が
高
い
。

輸
出
に
よ
っ
て
付
加
価
値
が
増
大
し
た

企
業
の
割
合
も
４
割
を
超
え
る
⑤
輸
出

に
お
け
る
課
題
と
し
て
は
、
輸
出
を
希

望
し
て
い
る
企
業
は
、
現
地
マ
ー
ケ
ッ

ト
を
つ
な
ぐ
優
秀
な
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業

の
確
保
を
、
実
際
に
輸
出
を
行
な
っ
て

い
る
企
業
は
、
海
外
製
品
と
の
競
合
激

化
を
最
も
多
く
挙
げ
て
い
る
。
海
外
の

パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
つ
な
が
り
と
、
自
社

の
強
み
を
活
か
し
た
製
品
の
差
別
化
に

よ
り
、
高
い
付
加
価
値
に
結
び
つ
い
て

い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
⑥
海
外
展
開

を
行
な
う
中
小
企
業
数
は
増
加
傾
向
に

あ
り
、
特
に
最
近
で
は
非
製
造
業
の
伸

び
が
大
き
く
上
昇
し
て
い
る
⑦
中
小
企

業
の
労
働
生
産
性
の
水
準
を
み
る
と
、

海
外
展
開
し
て
い
る
企
業
の
方
が
高

い
。
海
外
直
接
投
資
に
よ
り
、
労
働
生

産
性
が
向
上
し
た
と
い
う
企
業
が
４
割

弱
⑧
中
小
企
業
の
海
外
展
開
に
伴
う
国

内
生
産
の
縮
小
を
し
て
い
な
い
企
業
の

割
合
は
８
割
程
度
。
国
内
生
産
で
は
高

付
加
価
値
製
品
等
へ
の
シ
フ
ト
が
起

こ
っ
て
い
る
姿
も
伺
え
る
⑨
海
外
拠
点

に
お
け
る
課
題
に
関
し
、
品
質
管
理
や

現
地
労
働
者
の
賃
金
コ
ス
ト
上
昇
は
製

造
業
と
非
製
造
業
の
共
通
の
課
題
。
他

方
、
非
製
造
業
で
は
現
地
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
層
の
不
足
が
、
製
造
業
で
は
現

地
市
場
に
お
け
る
更
な
る
販
路
の
拡
大

が
相
対
的
に
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
こ

う
し
た
業
種
の
相
違
も
踏
ま
え
た
海
外

展
開
支
援
が
必
要
。

付
加
価
値
創
造
に
よ
る
生
産
性
向
上

　

生
産
性
の
向
上
と
地
域
活
性
化
を

図
っ
て
い
く
た
め
、
中
小
企
業
は
付
加

価
値
の
創
造
の
原
動
力
と
な
る
こ
と
が

強
く
期
待
さ
れ
て
い
る
。
付
加
価
値
の

創
造
と
は
人
々
の
切
実
な
ニ
ー
ズ
に
応

え
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ア
ジ

ア
を
始
め
と
し
た
新
興
国
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
拡
大
、
食
の
安
全
・
安
心
、
高
齢
者

福
祉
、
地
球
環
境
問
題
な
ど
、
新
た
な

対
応
を
求
め
る
ニ
ー
ズ
の
増
大
は
、
中

小
企
業
に
と
っ
て
も
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
と
な
り
得
る
。

　

今
後
、
中
小
企
業
が
時
代
の
ニ
ー
ズ

を
捉
え
て
新
た
な
付
加
価
値
を
創
出
し

て
い
け
る
か
ど
う
か
、
そ
し
て
そ
れ
に

よ
り
中
小
企
業
で
働
く
労
働
者
の
所
得

が
増
大
し
、
家
計
消
費
が
増
大
し
、
そ

の
よ
う
に
し
て
創
出
さ
れ
た
新
た
な
需

要
が
、
中
小
企
業
が
さ
ら
に
付
加
価
値

を
生
み
出
す
こ
と
を
可
能
と
す
る
、
と

い
う
好
循
環
を
作
り
出
し
て
い
け
る
か

ど
う
か
、
我
が
国
は
大
い
な
る
試
練
の

時
を
迎
え
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

業
の
非
正
規
雇
用
者
比
率
が
特
に
上
昇

し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
⑩
人
材
を
重
視

す
る
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
割
合
は
高
い

が
、
実
際
に
は
、
正
規
雇
用
者
の
離
職

率
が
高
く
、
特
に
消
費
者
向
け
サ
ー
ビ

ス
に
お
い
て
高
い
。
付
加
価
値
の
向
上

等
に
と
っ
て
重
要
な
人
的
資
本
の
蓄
積

が
進
ま
な
い
恐
れ
が
あ
る
⑪
人
材
の
育

成
や
従
業
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向

上
な
ど
、
直
接
的
に
人
材
の
意
欲
や
能

力
を
高
め
る
取
り
組
み
が
弱
く
、
よ
り

積
極
的
な
取
り
組
み
が
望
ま
れ
る
。

⑶
中
小
企
業
に
よ
る
Ｉ
Ｔ
の
活
用

①
Ｉ
Ｔ
が
普
及
す
る
な
か
で
、
企
業
を

取
り
巻
く
経
営
環
境
も
変
化
し
て
い
る
。

し
か
し
、
大
企
業
に
比
べ
て
中
小
企
業

で
は
Ｉ
Ｔ
の
広
ま
り
が
も
た
ら
し
て
い

る
経
営
環
境
の
変
化
へ
の
認
識
が
弱
い

②
規
模
の
小
さ
な
企
業
ほ
ど
パ
ソ
コ
ン

の
装
備
率
が
低
い
。
さ
ら
に
、
中
小
企

業
で
は
大
企
業
と
比
べ
て
、
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
が
総
資
産
に
占
め
る
割
合
が
低

い
。
Ｉ
Ｔ
関
連
の
資
産
が
少
な
く
、
Ｉ

Ｔ
を
活
用
す
る
環
境
が
整
っ
て
い
な
い

可
能
性
が
あ
る
③
中
小
企
業
に
と
っ

て
、
Ｉ
Ｔ
を
有
効
活
用
す
る
際
の
大
き

な
課
題
は
、
人
材
の
確
保
と
投
資
コ
ス

ト
の
負
担
で
あ
る
。
情
報
シ
ス
テ
ム
会

社
も
都
市
圏
に
偏
在
。SaaS

・A
SP

な
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〈
ブ
ラ
ン
ド　

い
ろ
い
ろ 

経
済
学 

〉

地
域
を
磨
く
！　

地
域
ブ
ラ
ン
ド
で
ま
ち
お
こ
し

　

千
葉
県
内
の
産
業
の
中
で
も
特
に
農

業
や
水
産
業
に
お
い
て
は
、
そ
の
地
域

の
特
性
を
活
か
し
て
、
付
加
価
値
の
高

い
商
品
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

そ
の
動
き
は
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
す

る
こ
と
で
、
活
路
を
見
い
だ
そ
う
と
し

て
い
る
。

　

千
葉
県
の
八
街
産
落
花
生
、
中
で
も

『
半
立（
は
ん
だ
ち
）』は
、一
㌔
一
五
〇
〇
円

で
あ
る
が
、
中
国
産
の
落
花
生
は
一
㌔

五
〇
〇
円
で
買
え
る
。

　

中
国
産
の
落
花
生
と
八
街
産
の
そ
れ

で
は
、
ど
こ
が
ど
れ
だ
け
違
う
の
だ
ろ

う
か
。

　

地
域
ブ
ラ
ン
ド
が
注
目
さ
れ
て
い
る

背
景
と
し
て
、
国
際
的
な
安
全
化
へ
の

流
れ
や
健
康
、
本
物
志
向
と
い
っ
た
消

費
者
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
が
あ
る
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
え
ば
、
消
費
者
と
生

産
者
が
双
方
向
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
で
き
る
。
つ
ま
り
「
ワ
ン
・

ト
ゥ
・
ワ
ン
」
の
関
係
が
実
現
し
、
そ

れ
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
か
の
よ
う
に
小
口

物
流
シ
ス
テ
ム
も
可
能
と
な
り
、
代
金

回
収
も
容
易
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な

環
境
変
化
の
中
で
、
小
規
模
な
産
地
、

個
人
の
生
産
者
な
ど
が
全
国
を
相
手
に

商
売
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
有
り

難
い
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
れ
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
最

新
か
つ
詳
細
な
情
報
を
他
の
メ
デ
ィ
ア

と
比
べ
て
圧
倒
的
に
安
価
な
価
格
で
情

報
発
信
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に

よ
る
。何
よ
り
も
生
産
地
は
地
域
イ
メ
ー

ジ
を
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
表
現
し
、
Ｐ
Ｒ

す
る
こ
と
で
全
国
の
消
費
者
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
し
て
、
商
品
を
選
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
努
力
し
だ
し
た
の
で
あ
る
。

　

平
成
一
七
年
に
、
従
来
の
商
標
法
が

改
正
さ
れ
、
地
域
名
と
商
品
名
か
ら
な

る
商
標
制
度
「
地
域
団
体
商
標
制
度
」

が
ス
タ
ー
ト
し
、
こ
の
動
き
を
後
押
し

し
て
い
る
。

　

ブ
ラ
ン
ド
（brand

）
と
い
う
言
葉

は
「
焼
き
印
を
付
け
る
こ
と
」
を
意
味

し
て
お
り
、
自
分
の
牛
を
他
人
の
牛
と

区
別
す
る
た
め
の
「
焼
き
印
」
が
ブ
ラ

ン
ド
の
起
源
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

ブ
ラ
ン
ド
は
、
組
織
が
一
方
的
に
押

し
つ
け
る
も
の
で
は
な
く
、
顧
客
の
心

の
中
に
築
き
上
げ
ら
れ
る
も
の
で
あ

る
。
従
っ
て
、
ブ
ラ
ン
ド
が
力
を
持
つ

の
は
、
ブ
ラ
ン
ド
名
が
心
の
奥
深
く
刻

み
込
ま
れ
、
他
で
は
味
合
う
こ
と
の
で

き
な
い
独
自
の
世
界
を
持
っ
た
と
き
と

い
え
る
。

　

例
え
ば
、
バ
ッ
グ
と
い
え
ば
、「
ル

イ
・
ヴ
ィ
ト
ン
」
と
即
座
に
認
識
す
る
。

ブ
ラ
ン
ド
が
心
に
浮
か
べ
ば
、「
高
品

質
」、「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
性
が
高
い
」、「
有

名
人
が
持
っ
て
い
る
バ
ッ
グ
」
と
次
々

に
連
想
が
浮
か
ぶ
。
ブ
ラ
ン
ド
は
、
そ

こ
に
約
束
さ
れ
た
価
値
を
顧
客
が
認
識

す
る
仕
組
み
で
あ
る
。
そ
し
て
ブ
ラ
ン

ド
力
と
は
、
顧
客
に
価
値
を
認
識
さ
せ

る
力
で
あ
り
、「
選
ば
れ
続
け
る
力
」

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

注
目
さ
れ
る
地
域
ブ
ラ
ン
ド

注
目
さ
れ
る
地
域
ブ
ラ
ン
ド

サイン

ブランドの意義と機能

キャラクター

マーク

音楽

言葉
（スローガン）

ロゴ
タイプパッケージ

●ブランドの三大機能

出所表示機能

品質保証機能

情報伝達機能
（または広告宣伝機能）

誰が製品・サービスの製造者、提供者で
あるのかを表示
「このブランドを買えば期待通りの品質が
得られます」という保証

製品・サービスの情報を伝達し、
購買意欲を喚起

名前
（ブランド
ネーム）

デザイン

シンボル

ブランド

～地域団体商標制度～
「地区名＋商品名」の登録事例

江戸切子
（東京カットグラス工業協同組合）

八街産落花生
（八街落花生商工協同組合）

房州びわ
（安房農業協同組合）

小田原かまぼこ
（小田原市蒲鉾水産
　加工業協同組合）

■  　　　　
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ブ
ラ
ン
ド
戦
略
と
は
、
い
か
に
し
て

そ
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
て
い
く
か
と

い
う
戦
略
で
あ
り
、
顧
客
の
視
点
か
ら

自
ら
の
存
在
価
値
を
確
認
し
、
ブ
ラ
ン

ド
を
通
じ
て
そ
れ
を
顧
客
の
心
に
刻
み

込
む
た
め
に
情
報
発
信
や
組
織
運
営
、

事
業
活
動
な
ど
の
行
動
を
見
直
し
、
実

行
し
て
い
く
と
い
う
一
連
の
プ
ロ
セ
ス

で
あ
る
。

　
「
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
な
く
し
て
、
地
域

活
性
化
は
語
れ
な
い
」
と
い
う
声
も
聞

く
が
、
そ
の
点
、
単
に
地
域
名
を
付
け

て
商
品
を
販
売
す
る
な
ど
、
安
易
な
取

り
組
み
も
多
い
。

　

地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
は
、
あ
る
地
域
に

お
け
る
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
、
地

域
外
の
消
費
者
か
ら
認
め
ら
れ
、
評
価

を
高
め
て
、
地
域
全
体
の
イ
メ
ー
ジ
向

上
と
地
域
活
性
化
に
結
び
つ
け
る
も
の

で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
地
域
の
魅

力
と
商
品
な
り
サ
ー
ビ
ス
が
相
乗
効
果

を
発
揮
し
、
強
く
結
び
つ
く
こ
と
が
前

提
に
な
る
。

　

こ
う
し
た
意
味
で
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の

取
り
組
み
は
ま
ず
地
域
の
柱
と
な
る
資

源
の
見
直
し
、
つ
ま
り
『
ま
ち
の
宝
物

探
し
』
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
べ
き
で
あ

る
。
千
葉
県
に
は
、
自
然
や
風
土
に
恵

ま
れ
、
た
く
さ
ん
の
観
光
資
源
が
あ
る

が
、
そ
れ
を
活
か
し
き
れ
て
い
な
い
。

海
の
幸
、
山
の
幸
も
豊
富
で
あ
る
が
、

全
国
レ
ベ
ル
ま
で
そ
れ
ら
の
商
品
価
値

を
高
め
、
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に

貢
献
し
て
い
る
ケ
ー
ス
は
多
い
と
は
い

え
な
い
。
こ
れ
か
ら
は
、
千
葉
県
発
の

ヒ
ッ
ト
商
品
を
創
る
た
め
、
そ
れ
が
地

域
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
や
地
域
の
資
源

化
に
結
び
つ
く
「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
」
づ

く
り
を
目
指
す
べ
き
と
い
え
る
。

　

つ
ま
り
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
は
、
地

域
に
対
す
る
消
費
者
か
ら
の
評
価
で
あ

り
、
地
域
そ
の
も
の
の
ブ
ラ
ン
ド
と
地

域
の
特
性
を
活
か
し
た
商
品
ブ
ラ
ン
ド

か
ら
構
成
さ
れ
る
。
大
切
な
点
は
、
こ

れ
ら
２
つ
の
ブ
ラ
ン
ド
を
高
め
る
こ
と

に
よ
り
、
地
域
の
活
性
化
、『
ま
ち
お

こ
し
』に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

　

地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
つ
く
る
う
え
で
そ

の
前
段
階
と
し
て
地
域
全
体
で
地
域
ブ

ラ
ン
ド
づ
く
り
に
取
り
組
む
と
い
う
コ

ン
セ
ン
サ
ス
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
。

そ
れ
に
は
、
市
町
村
の
主
導
の
下
、
地

域
資
源
を
発
掘
・
再
評
価
す
る
こ
と
か

ら
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

次
に
、
地
元
の
消
費
者
、
事
業
者
、
さ

ら
に
、
商
工
会
議
所
、
中
央
会
等
の
指

導
機
関
か
ら
な
る
組
織
を
立
ち
上
げ
る

こ
と
で
あ
る
。

　

基
本
的
な
地
域
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
と
し

て
は
、
ま
ず
第
一
に
、
地
域
特
性
、
つ

ま
り
埋
も
れ
た
地
域
の
宝
を
掘
り
起
こ

す
こ
と
か
ら
は
じ
め
て
、
そ
れ
を
う
ま

く
取
り
入
れ
生
産
者
の
論
理
で
な
く
消

費
者
に
顔
を
向
け
た
商
品
を
創
り
上
げ

る
こ
と
で
あ
る
。

　

次
に
、
地
域
の
思
い
を
伝
え
る
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
、

ス
ロ
ー
ガ
ン
、
ロ
ゴ
、
デ
ザ
イ
ン
に
工

夫
を
凝
ら
し
て
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
が
全

国
の
消
費
者
に
認
知
さ
れ
、
受
け
入
れ

ら
れ
る
た
め
に
も
、
視
覚
的
な
イ
メ
ー

ジ
戦
略
が
必
要
と
な
る
。

　

第
三
に
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
は
大
企
業

と
競
合
し
な
い
ニ
ッ
チ
市
場
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
す
る
た
め
、
地
産
地
消
や
、

直
接
販
売
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
消
費
者
と

直
結
し
た
流
通
チ
ャ
ネ
ル
を
つ
く
り
あ

げ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

地
域
ブ
ラ
ン
ド
は
長
い
時
間
を
か
け

て
築
き
あ
げ
て
い
く
地
域
の
資
源
で
あ

る
。
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築
に
は
地
元

に
夢
と
行
動
力
の
あ
る
キ
ー
パ
ー
ソ
ン

が
い
て
、
そ
の
仲
間
と
共
に
地
道
な
活

動
が
で
き
る
か
否
か
に
か
か
っ
て
い
る

と
い
え
る
。

（
中
小
企
業
診
断
士　

大
塚
愼
二
）

地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
意
義

地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
ど
う
つ
く
る
か

地域ブランドに必要な３つの概念

消費者

商　品 地　域

地域ブランド

地域の魅力を高める

消費者からの信頼や評価を高める消費者からの信頼や評価を高める

地域の魅力を商品の
付加価値として活用

1.　事業環境の現状分析 3.　ターゲットの設定と検証
⑴ 地域資源を発掘・再評価する。
⑵ 事業のキーパーソンを探す
⑶ 事業環境を検討する場をつくる
⑷ 事業環境の現状分析に取り組む
　① 事業者と業界団体の現状分析
　② ターゲット・市場規模の現状分析
　③ 競合相手との比較分析
⑸ 関係者を集めたシンポジウム等を開催する

⑴　ターゲットを設定する
　　図表：�ターゲット設定のための産

地のSWAT分析例

⑵　�事業展開過程でターゲットを検
証する。

2.　戦略の策定 4.　ブランドストーリーの構築
⑴ 戦略を策定する
　① 展開分野・商品の決定
　② ターゲットイメージ把握
　③ 産地の強みの検証
　④ 売上目標・経済波及効果の設定
⑵ 事業者間の共同活動に対する合意を形成する
⑶ ブランドの位置づけを検討する
　① 既存商品をまとめる存在としてのブランド戦略
　② 既存商品のリファインの象徴としてのブランド戦略
　③ �産地間マッチングにより生まれた価値としてのブランド戦略
⑷ 関心のある事業者を集めて検討組織をつくる

⑴　�地域の歴史や文化、哲学を伝える

⑵　時代のニーズを取り込む

　視　　点
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組
合
が
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
そ

の
成
立
の
日
か
ら
１
年
以
内
に
事
業
を

開
始
せ
ず
、
若
し
く
は
引
き
続
き
１
年

以
上
そ
の
事
業
を
停
止
し
て
い
る
と
き

は
、
行
政
庁
は
業
務
改
善
命
令
を
経
な

い
で
、
直
ち
に
解
散
命
令
が
出
せ
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。　

　

こ
の
運
用
の
具
体
的
な
判
断
は
、「
基

準
日
（
今
回
は
平
成
20
年
10
月
１
日
の

予
定
）
か
ら
遡
っ
て
３
年
間
、
所
管
行

政
庁
に
対
す
る
届
出
・
許
認
可
の
申
請

等
が
一
度
も
な
さ
れ
て
い
な
い
組
合
に

対
し
て
、
中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
第

１
０
６
条
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
く
解

散
命
令
を
発
動
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
命
令
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
組

合
は
直
ち
に
解
散
し
、
解
散
の
登
記
も

行
政
庁
の
嘱
託
に
よ
っ
て
職
権
抹
消
さ

れ
ま
す
。

　

今
年
は
３
年
に
一
度
の
休
眠
組
合
の

整
理
を
行
な
う
年
で
す
。
決
算
関
係
書

類
の
提
出
を
怠
っ
て
い
る
と
、
行
政
庁

は
活
動
実
態
の
な
い
休
眠
組
合
と
み
な

し
、
解
散
命
令
を
発
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
組
合
事
務
局
に
お
か
れ
ま

し
て
は
遺
漏
な
き
よ
う
、
必
ず
提
出
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
参
照
条
文
】

中
小
企
業
等
協
同
組
合
法

（
解
散
の
事
由
）

第
62
条　

組
合
は
、
次
の
事
由
に
よ
っ

　

て
解
散
す
る
。

　

一　

総
会
の
決
議

　

二　

組
合
の
合
併

　

三�　

組
合
に
つ
い
て
の
破
産
手
続
開

始
の
決
定

　

四　

定
款
で
定
め
る
存
続
期
間
の
満

　
　

了
又
は
解
散
事
由
の
発
生

　

五�　

第
１
０
６
条
第
２
項
の
規
定
に

よ
る
解
散
の
命
令

〈
以
下
省
略
〉

（
決
算
関
係
書
類
の
提
出
）

第�

１
０
５
条
の
２　

組
合
は
、
毎
事
業

年
度
、
通
常
総
会
の
終
了
の
日
か
ら

２
週
間
以
内
に
、
事
業
報
告
書
、
財

産
目
録
、
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算

書
及
び
剰
余
金
の
処
分
又
は
損
失
の

処
理
の
方
法
を
記
載
し
た
書
面
を
行

政
庁
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２�　

第
40
条
の
２
第
１
項
の
規
定
に
よ

り
会
計
監
査
人
の
監
査
を
要
す
る
組

合
が
子
会
社
等
を
有
す
る
場
合
に

は
、
当
該
組
合
は
、
毎
事
業
年
度
、

前
項
の
書
類
の
ほ
か
、
当
該
組
合
及

び
当
該
子
会
社
等
の
業
務
及
び
財
産

の
状
況
を
連
結
し
て
記
載
し
た
書
類

を
作
成
し
、
行
政
庁
に
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

３�　

前
２
項
の
書
類
の
記
載
事
項
そ
の

他
必
要
な
事
項
は
、
主
務
省
令
で
定

め
る
。
※

（
報
告
の
徴
収
）

第�

１
０
５
条
の
３　

行
政
庁
は
、
毎
年

１
回
を
限
り
、
組
合
か
ら
、
そ
の
組

合
員
又
は
会
員
、
役
員
、
使
用
人
、

事
業
の
分
量
そ
の
他
組
合
の
一
般
的

状
況
に
関
す
る
報
告
で
あ
っ
て
、
組

合
に
関
す
る
行
政
を
適
正
に
処
理
す

る
た
め
に
特
に
必
要
な
も
の
を
徴
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

２�　

行
政
庁
は
、
組
合
の
業
務
若
し
く

は
会
計
が
法
令
若
し
く
は
法
令
に
基

づ
い
て
す
る
行
政
庁
の
処
分
若
し
く

は
定
款
、
規
約
、
共
済
規
程
若
し
く

は
火
災
共
済
規
程
に
違
反
す
る
疑
い

が
あ
り
、
又
は
組
合
の
運
営
が
著
し

く
不
当
で
あ
る
疑
い
が
あ
る
と
認
め

る
と
き
は
、
そ
の
組
合
か
ら
そ
の
業

務
又
は
会
計
に
関
し
必
要
な
報
告
を

徴
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

〈
以
下
省
略
〉

（
検
査
等
）

第�

１
０
５
条
の
４　

行
政
庁
は
、
組
合

の
業
務
若
し
く
は
会
計
が
法
令
若
し

く
は
法
令
に
基
づ
い
て
す
る
行
政
庁

の
処
分
若
し
く
は
定
款
、
規
約
、
共

済
規
程
若
し
く
は
火
災
共
済
規
程
に

違
反
す
る
疑
い
が
あ
り
、
又
は
組
合

の
運
営
が
著
し
く
不
当
で
あ
る
疑
い

が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
組

合
の
業
務
若
し
く
は
会
計
の
状
況
を

検
査
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

〈
以
下
省
略
〉

（
法
令
等
の
違
反
に
対
す
る
処
分
）

第�

１
０
６
条　

行
政
庁
は
、
第
１
０
５

条
の
３
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
報
告

を
徴
し
、
又
は
第
１
０
５
条
第
２
項

若
し
く
は
前
条
第
１
項
の
規
定
に
よ

り
検
査
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
組

合
の
業
務
若
し
く
は
会
計
が
法
令
若

し
く
は
法
令
に
基
づ
い
て
す
る
行
政

庁
の
処
分
若
し
く
は
定
款
、
規
約
、

共
済
規
程
若
し
く
は
火
災
共
済
規
程

に
違
反
し
、
又
は
組
合
の
運
営
が
著

し
く
不
当
で
あ
る
と
認
め
る
と
き

は
、
そ
の
組
合
に
対
し
、
期
間
を
定

め
て
必
要
な
措
置
を
採
る
べ
き
旨
を

命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

２�　

行
政
庁
は
、
組
合
が
前
項
の
命
令

に
違
反
し
た
と
き
、
又
は
組
合
が
正

休
眠
組
合
の
解
散
整
理

決
算
関
係
書
類
の
提
出
を

■   　　　　
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当
な
理
由
が
な
い
の
に
そ
の
成
立
の

日
か
ら
１
年
以
内
に
事
業
を
開
始
せ

ず
、
若
し
く
は
引
き
続
き
１
年
以
上

そ
の
事
業
を
停
止
し
て
い
る
と
認
め

る
と
き
は
、
そ
の
組
合
に
対
し
、
解

散
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

３�　

行
政
庁
は
、
組
合
の
代
表
権
を
有

す
る
者
が
欠
け
て
い
る
と
き
、
又
は

そ
の
所
在
が
知
れ
な
い
と
き
は
、
前

項
の
規
定
に
よ
る
命
令
の
通
知
に
代

え
て
そ
の
要
旨
を
官
報
に
掲
載
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

４�　

前
項
の
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該

命
令
は
、
官
報
に
掲
載
し
た
日
か
ら

20
日
を
経
過
し
た
日
に
そ
の
効
力
を

生
ず
る
。

※
中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
施
行
規
則

（
決
算
関
係
書
類
の
提
出
）

第�

１
６
１
条　

法
第
１
０
５
条
の
２
第

１
項
の
規
定
に
よ
り
組
合
の
決
算
関

係
書
類
を
提
出
し
よ
う
と
す
る
者

は
、
様
式
第
30
に
よ
る
提
出
書
に
、

次
の
書
類
を
添
え
て
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

一　

事
業
報
告
書

　

二　

財
産
目
録

　

三　

貸
借
対
照
表

　

四　

損
益
計
算
書

　

五　

剰
余
金
の
処
分
又
は
損
失
の
処

　
　

理
の
方
法
を
記
載
し
た
書
面

　

六�　

前
各
号
の
書
類
を
提
出
し
た
通

常
総
会
又
は
通
常
総
代
会
の
議
事

録
又
は
そ
の
謄
本

２�　

法
第
１
０
５
条
の
２
第
２
項
の
規

定
に
よ
り
会
計
監
査
人
監
査
組
合
が

子
会
社
等
を
有
す
る
場
合
に
お
い

て
、
当
該
組
合
及
び
当
該
子
会
社
等

の
業
務
及
び
財
産
の
状
況
を
連
結
し

て
記
載
し
た
書
類
を
提
出
し
よ
う
と

す
る
者
は
、
様
式
第
30
に
よ
る
提
出

書
に
、
そ
れ
ぞ
れ
前
項
各
号
の
書
類

の
ほ
か
、
次
の
書
類
を
添
え
て
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

一　

連
結
貸
借
対
照
表

　

二　

連
結
損
益
計
算
書

　

三　

連
結
剰
余
金
計
算
書　

〈
以
下
省
略
〉

　

休
眠
組
合
の
解
散
及
び
決
算
関
係
書

類
の
提
出
に
つ
い
て
は
中
央
会
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

指
導
相
談
室

℡
０
４
３
・
２
４
２
・３
２
７
７

松
戸
支
所

℡
０
４
７
・３
６
８
・３
９
９
２

　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日

・・・・大臣　殿
・・・・局長　殿
・・・・知事　殿

　　　　　　　　　　組合の住所及び名称
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞
　　　　　　　　　　組合を代表する理事の氏名　

決算関係書類提出書

　中小企業団体の組織に関する法律第71条（協業組
合は法律第５条の23第６項）において準用する中小
企業等協同組合法第105条の２第１項の規定により、
下記の書類を提出します。

記

１�　事業報告書、財産目録、貸借対照表、損益計算
書及び剰余金の処分または損失の処理の方法を記
載した書面

２�　１の書類を承認した通常総会（通常総代会）の
議事録の謄本

　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日

・・・・大臣　殿
・・・・局長　殿
・・・・知事　殿

　　　　　　　　　　組合の住所及び名称
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞
　　　　　　　　　　組合を代表する理事の氏名　

中小企業等協同組合決算関係書類提出書

　中小企業等協同組合法第105条の２第１項（及び第
２項）の規定により別紙の中小企業等協同組合の決
算関係書類を提出します。

（添付書類）
　⑴事業報告書
　⑵財産目録
　⑶貸借対照表
　⑷損益計算書
　⑸剰余金の処分又は損失の処理の方法を記載した書面
　⑹�前各号の書類を提出した通常総会（通常総代会）
の議事録（又はその謄本）

商工組合・協業組合用様式 協同組合・企業組合用様式

　組合Ｑ & Ａ
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■  　　　　

次のようになります。

１．労働者と使用者が、「労働すること」「賃金を支払うこと」について合意すると、労働契約が成立します。
⇒事業場に就業規則がある場合には、次のようになります。
　労働者と使用者が労働契約を結ぶ場合に、使用者が①合理的な内容の就業規則を②労働者に周知させて
いた場合には、就業規則で定める労働条件が、労働者の労働条件になります。
→使用者が就業規則を机の中にしまっていて、労働者が見たくても見られない場合などは、労働者に周知
されていませんので、その就業規則は労働者の労働条件にはなりません。

２．�労働者と使用者が、就業規則とは違う内容の労働条件を個別に合意していた場合には、その合意して
いた内容が、労働者の労働条件になります。

→事業場に就業規則がある場合でも、労働者のそれぞれの事情に合わせて、労働条件を柔軟に決めること
ができます。

３．�労働者と使用者が個別に合意した労働条件が、就業規則を下回っている場合には、労働者の労働条件は、
就業規則の内容まで引き上がります。

４．法令や労働協約に反する就業規則は、労働者の労働条件にはなりません。

　労働契約を変える場合

■�労働者が働いていく中では、賃金や労働時間などの労働条件が変わることも少なくありません。
労働条件の変更をめぐってトラブルにならないように、使用者と労働者で十分に話しあうことが
大切です。

１．労働者と使用者が合意すれば、労働契約を変更できます。

２．使用者が一方的に就業規則を変更しても、労働者の不利益に労働条件を変更することはできません。

３．使用者が、就業規則の変更によって労働条件を変更する場合には、次のことが必要です。
　�⑴その変更が、以下の事情などに照らして合理的であること。（①労働者の受ける不利益の程度②労働条
件の変更の必要性③変更後の就業規則の内容の相当性④労働組合等の交渉の状況）、⑵労働者に変更後の
就業規則を周知させること。

　労働契約を終了する場合

■�出向、懲戒や解雇については、労働者に与える影響が大きいことからトラブルになることが少な
くありませんので、紛争とならないように気をつけましょう。

１．権利濫用と認められる出向命令は、無効となります。

２．権利濫用と認められる懲戒は、無効となります。

３．�客観的に合理的な理由を欠き、社会通念上相当と認められない解雇は、権利を濫用したものとして無
効となります。

　measures
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労働契約法が施行されました

　就業形態が多様化し、労働者の労働条件が個別に決定・変更されるようになり、個別労働紛争が増えています。
この紛争の解決の手段としては、裁判のほかに、平成13年から個別労働紛争解決制度が、平成18年から労働審判
制度が施行されるなど、手続面での整備はすすんできました。　
　しかし、このような紛争を解決するための労働契約についての民事的なルールをまとめた法律はありませんでした。
　このような中で、昨年12月に「労働契約法」が制定され、労働契約についての基本的なルールがわかりやすい形
で明示され、本年3月1日から施行されましたので、その内容などについてご紹介いたします。
　なお、本会ではこの法律の施行に伴い、普及セミナーの開催や専門アドバイザーによる相談等の支援事業を実施
します。

■労働契約法における「労働者」とは
　�使用者の指揮・命令のもとに働き、その報酬として賃金を受けている場合には、「労働者」とし

て労働契約法の対象になります。
　�→「請負」や「委任」という形式をとっていても、実態として、使用者の指揮・命令のもとに働き、

その報酬として賃金を受けていれば、「労働者」になります。

　労働契約法の基本ルール

１．労働契約の締結や変更に当たっては、労使の対等の立場における合意によるのが原則です。

２．労働者と使用者は、労働契約の締結や変更に当たっては、均衡を考慮することが重要です。

３．労働者と使用者は、労働契約の締結や変更に当たっては、仕事と生活の調和に配慮することが重要です。

４．労働者と使用者は、信義に従い誠実に行動しなければならず、権利を濫用してはなりません。

■�������労働契約は、使用者と労働者がお互いに守らなければならないものです。あとでトラブルになっ
たりしな�いように、契約の内容をハッキリさせておくことが大切です。

５．使用者は、労働契約の内容について、労働者の理解を深めるようにしましょう。
→例えば、労働者に労働条件をきちんと説明することなどが考えられます。

６．労働者と使用者は、労働契約の内容について、できる限り書面で確認しましょう。
→例えば、労使で話し合った上で、労働条件を記載した書面を労働者に交付することが考えられます。
→有期労働契約の場合には、契約期間が終わったときに契約が更新されるかどうかや、どのような場合に
契約が更新されるかなど、契約の更新についてもハッキリさせておきましょう。

７．使用者は、労働者の生命や身体などの安全が確保されるように配慮しましょう。

　労働契約を結ぶには

■労働者と使用者が合意すれば、労働契約は成立します。
　事業場に就業規則がある場合で、就業規則で定める労働条件が労働者の労働条件になる場合は、

　施　　策■
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■    　　　　

第60回中小企業団体全国大会（宮城県大会）のご案内

　本大会は、全国の中小企業団体の代表者が一堂に会し、自らの決意を内外に表明するとともに、国等に
対して中小企業振興施策の整備拡充を訴え、組合組織を基盤とした中小企業の安定的発展と豊かな社会の
実現を期するものであります。
　本大会をより意義のあるものにし、また、来年度は千葉県での開催が予定されておりますので、次期開
催県として、より多くの皆様方のご参加をお願いいたします。

Ⅰ．大会の概要
　　⑴　日　　時　　平成２０年１１月２０日（木）午後１時３０分～午後４時

　　⑵　場　　所　　仙台サンプラザホール　（宮城県仙台市宮城野区榴岡5-11-1 TEL.022-257-3300）

　　⑶　募集人員　　８０名（全国で約２，０００名）

Ⅱ．日　程　　　　    １１月１９日（水）～２１日（金）（２泊３日）
　　　　　　　　　　　　次のとおり。なお、道路事情等で多少時間変更になる場合がございます。

　◆1日目［11月19日（水）］
           　                    やまびこ47号　　　　　　　　             （観光バス）　　         　（昼　食）
　　　東 京 駅　　　　　　　　　　　　一 ノ 関 駅 ………………… 前沢牛専門店「牛の里」……
           ［9：32発］    　　                            　［12：15着］ 　　             　　　  ［13：00 ～ 14：00］
                                                                                                                                                 
　　　中尊寺金色堂 ………………………………… 《奥花巻温泉：大沢温泉「山水閣」泊まり》
    　　　　　　　　　                                                 ［16：30着］
 　　
　◆２日目［11月20日（木）］
　　　　　　　　　　　　　　                                                                 （昼　食）
　　　「山水閣」 ……………… 仙台＜青葉城址＞……………… 伊達の牛たん本舗 ……
 　      ［8：00発］         　　　　　　　　　　　 　　               　　　　［11：20 ～ 12：20］

　　　…【「仙台サンプラザホール」全国大会参加】…………………《伝承千年の宿「佐勘」泊まり》
               ［12：45 ～ 16：20］　　　　　　　　             　            　　　　　　［16：45着］
 
　◆３日目［11月21日（金）］　
　　　　　　　　　　　　　　　                             　　　 　　（昼　食）　　　　　　         やまびこ216号
　　　「佐勘」……… 松島・五大堂 …… 瑞巌寺 …… 松島蒲鉾本舗 …… 仙 台 駅　　　　　　東 京 駅
         ［9：00発］　　　　　　　　　　　　　  　 　　　［11：30 ～ 12：30］   ［14：13発］                 ［16：44着］
                           
Ⅲ．参加費　　　１人当たりの参加費
　　　　　　　　　Ａ：９３，０００円（�２泊３日：全行程　＊大会参加費、交通費、宿泊費、懇親会費、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　観光費用等を含みます。）
　　　　　　　　　Ｂ：５７，０００円（11/19 ～ 20の１泊２日：大会までの同行）
　　　　　　　　　Ｃ：６３，０００円（11/20 ～ 21の１泊２日：大会からの同行）
　　　　　　　　　Ｄ：　４，０００円（＊大会参加のみ）

Ⅳ．申し込み
　　　⑴　先にご案内した「大会参加申込書」にてお申し込みください。
　　　⑵　申し込み期限　平成２０年７月３１日（木）
　　　⑶　問い合わせ先　本会総務部　℡. 0 4 3 - 2 4 2 - 3 2 7 7　　　

　 information
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第61回中小企業団体全国大会（千葉県大会）の概要

　わが国経済は６年を超える景気回復局面にあるにもかかわらず、多くの中小企業では景気回復の実感に
乏しい状況にあります。また、サブプライム住宅ローン問題に伴う世界経済の減速懸念と原油や穀物価格
の高騰が内外経済に与える影響、さらには少子高齢化・人口減少の急激な進行とういう長期的・構造的な
変化によって、先行き不透明感を増しております。
　このような環境の中にあって、経営資源に制約のある中小企業が生き残り健全な発展を遂げていくため
には、個々では解決の困難な課題も多く、協同組合を中核とした連携のネットワークを活用して、新たな
付加価値を創造していくことが肝要かと存じます。
　来年千葉県で開催される全国大会は、変革期を迎えている我が国経済の現状に対して、全国の中小企業
団体の代表が一堂に会し、中小企業の総意を内外に表明するとともに、国等に対して中小企業振興施策の
充実強化を訴え、組合等の連携組織を中核とした中小企業の安定的な発展と、豊かな社会の実現を図るこ
とを目的に開催されるものです。
　今年の通常総会で開催が決定しましたので、その概要をお知らせいたします。

Ⅰ.  期日及び場所
　1.  日　時　　平成２１年１１月１９日（木）午後１時３０分

　2.  場　所　　千葉市美浜区　幕張メッセ「イベントホール」

　3.  参加者　　約３，０００名

　4.  来　賓　　�内閣総理大臣、関係大臣、政党代表、中央関係機関の長、千葉県知事、千葉市長、千葉県
内関係機関の長

　5.  大会内容　⑴議　事 ①議案審議、②意見発表、③決議
　　　 　　　　⑵宣　言
　　 　　　　　⑶祝　辞
　　　 　　　　⑷表　彰 ①優良組合、②組合功労者、③中央会優秀専従者

Ⅱ.  大会参加料　　１人　４，０００円

Ⅲ.  主催　　全国中小企業団体中央会 / 千葉県中小企業団体中央会

Ⅳ.  後援及び協賛（予定）
　1.  後　援
　 　�経済産業省、農林水産省、厚生労働省、国土交通省、総務省、中小企業庁、関東経済産業局、千葉県、

千葉市、千葉県市長会、千葉県町村会、千葉県商工会議所連合会、千葉県商工会連合会、関東甲信越
静ブロック中小企業団体中央会

　2.  協　賛
　 　�商工中金、日本政策金融公庫、中小企業基盤整備機構、勤労者退職金共済機構、雇用・能力開発機構、

全国中小企業取引振興協会、全国信用保証協会、千葉県産業振興センター、千葉県経営者協会、千葉
県経済同友会、千葉県銀行協会、千葉県信用組合協会、千葉県信用金庫協会、千葉日報社、日本経済
新聞社、朝日新聞社、読売新聞社、毎日新聞社、日刊工業新聞社、千葉テレビ放送

　ご　案　内
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県
内
の
中
小
企
業
動
向

4
月

■                　　　　

■
味
噌
製
造	
【
県
内
全
域
】

　

１
月
～
３
月
出
荷
累
計
は
５
７
５
ト

ン
で
前
年
比
87
％
と
な
っ
た
。
暮
れ
に

値
上
げ
を
見
越
し
て
の
駆
込
需
要
が
影

響
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

■
め
ん
類
製
造	

【
県
内
全
域
】

　

昨
年
度
は
55
年
ぶ
り
と
な
る
麦
制
度

の
改
正
と
、
そ
れ
に
あ
わ
せ
て
24
年
ぶ

り
と
な
る
小
麦
粉
価
格
の
値
上
げ
が
実

施
さ
れ
た
（
年
２
回
）。
石
油
関
連
資

材
の
高
騰
と
共
に
収
益
悪
化
の
要
因
と

な
っ
て
い
る
。

　

第
二
年
度
目
と
な
る
今
年
度
は
、
政

府
売
り
渡
し
麦
価
が
４
月
１
日
に
30
％

引
き
上
げ
ら
れ
、
主
原
料
で
あ
る
小
麦

粉
価
格
が
４
月
20
日
を
過
ぎ
て
か
ら
連

動
し
値
上
げ
さ
れ
た
。
２
年
連
続
の
製

品
価
格
へ
の
転
嫁
で
苦
闘
し
て
い
る
。

■
繊
維
製
品
製
造	

【
千
葉
・
東
京
】

　

婦
人
ス
カ
ー
ト
、
パ
ン
ツ
が
全
く
動

か
ず
、
ワ
ン
ピ
ー
ス
関
係
だ
け
が
動
い

て
い
る
状
況
。
全
体
的
に
勝
ち
組
、
負

け
組
み
が
は
っ
き
り
し
て
い
た
。

■
製
材	

【
県
内
全
域
】

　

在
来
工
法
か
ら
欧
米
型
の
家
に
変

化
、
さ
ら
に
新
建
材
が
増
加
し
、
国
産

材
そ
の
も
の
が
減
少
、
さ
ら
に
新
築
着

工
数
の
大
幅
減
に
よ
り
工
務
店
大
工
が

苦
闘
し
て
い
る
。

■
印
刷	

【
県
内
全
域
】

　

昨
年
は
選
挙
関
連
の
特
需
が
あ
っ
た

が
、
今
年
の
４
月
は
そ
れ
も
な
く
、
世

間
の
景
況
を
反
映
し
て
盛
り
上
が
り
に

欠
け
て
い
る
。

　

相
変
わ
ら
ず
価
格
破
壊
に
よ
る
安
値

競
争
が
激
し
い
。
地
区
の
民
間
企
業
や

自
治
体
も
財
政
状
況
が
悪
い
の
で
、
ど

う
し
て
も
価
格
優
先
の
発
注
に
な
る
。

■
生
コ
ン
製
造	

【
県
内
全
域
】

　

前
月
比
微
増
で
は
あ
る
が
、
年
度
末

と
し
て
は
き
わ
め
て
悪
い
。
前
年
比

74
・
６
％
と
、
年
度
末
と
し
て
は
最
低

の
水
準
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

■
電
気
鍍
金	

【
県
内
全
域
】

　

受
注
量
は
前
年
度
比
で
は
増
、
前
月

比
で
は
不
変
で
あ
る
が
、
原
材
料
の
高

騰
で
先
行
き
が
不
安
。

■
鉄
工	

【
千
葉
】

　

米
国
景
気
、
円
高
、
原
油
・
原
材
料

高
等
懸
念
要
因
が
多
く
近
時
の
景
況
感

悪
化
は
著
し
い
。

■
機
械
部
品
製
造	

【
野
田
】

　

販
売
価
格
の
上
昇
は
、
資
材
値
上
が

り
の
転
嫁
分
で
あ
り
、
収
益
状
況
は
依

然
厳
し
い
。

■
石
油
製
品
製
造	

【
富
津
他
】

　

全
国
的
に
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関

し
て
の
動
き
は
あ
る
が
、
ま
だ
ま
だ
先

へ
の
見
通
し
は
難
し
い
。

■
食
肉
卸
売	

【
千
葉
他
】

　

石
油
値
上
げ
は
続
く
一
方
で
、
経
営

は
悪
化
の
方
向
へ
変
化
し
て
い
る
。

■
建
築
材
料
卸
売	

【
県
内
全
域
】

　

官
民
共
に
需
要
が
極
端
に
減
り
、
建

築
基
準
法
改
正
の
影
響
だ
け
で
な
く
需

要
回
復
の
メ
ド
が
た
た
な
い
。

　

原
燃
料
高
騰
の
た
め
、
値
上
げ
は
浸

透
し
て
い
る
が
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
は
そ
れ

以
上
で
、
流
通
関
係
は
売
り
先
の
与
信

不
安
と
資
金
不
足
問
題
が
懸
念
化
さ

れ
、
零
細
建
材
店
の
廃
業
・
倒
産
が
顕

在
化
し
て
い
る
。

■
自
動
車
解
体	

【
県
内
全
域
】

　

金
属
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
高
騰
に
よ
り
売

上
げ
は
や
や
伸
び
て
い
る
も
の
の
仕
入

れ
の
価
格
競
争
が
厳
し
い
た
め
、
収
益

面
で
も
厳
し
い
状
況
。

■
小
売	

【
柏
】

　

見
切
り
品
を
中
心
に
、
低
価
格
の
も

の
が
売
れ
て
い
る
が
、
消
費
者
の
購
買

意
欲
は
低
い
。
先
行
き
が
不
透
明
。

■
小
売	

【
東
金
】

　

原
材
料
の
値
上
げ
等
で
、
価
格
が
上

が
っ
て
い
る
商
品
も
あ
り
、
消
費
意
欲

の
減
退
が
売
上
に
影
響
し
て
い
る
。

■
小
売	

【
野
田
】

　

食
品
原
材
料
価
格
の
急
騰
を
背
景
に

今
春
、
や
む
を
得
ず
飲
食
店
が
値
上
げ

に
踏
み
切
っ
た
が
、
客
数
、
客
単
価
と

も
に
低
下
し
、売
上
が
悪
化
し
て
い
る
。

■
小
売	

【
大
網
白
里
】

　

悪
化
し
て
い
る
。
４
月
か
ら
小
売
価

格
の
上
昇
が
多
く
目
に
付
く
（
飲
食
も

含
め
て
）。

■
電
気
機
器
小
売	

【
県
内
全
域
】

　

引
き
続
き
低
調
。

■
自
動
車
自
転
車
小
売	

【
県
内
全
域
】

　

新
学
期
と
重
な
り
、
売
り
上
げ
が
順

調
で
は
あ
る
が
、
少
子
化
の
影
響
で
台

数
の
減
少
は
仕
方
な
い
。

■
農
業
機
械
販
売
整
備	

【
県
内
全
域
】

　

穀
物
を
は
じ
め
農
産
物
の
国
際
価
格

上
昇
。

　

広
域
販
社
化
に
伴
い
、
本
社
が
県
外

と
な
り
、
県
単
位
の
組
合
の
拘
束
力
に

蔭
り
発
生
。

■
小
売
･
サ
ー
ビ
ス	

【
銚
子
】

　

天
候
が
悪
く
、
客
足
が
鈍
い
。
イ
ベ

ン
ト
の
来
街
者
は
増
え
る
が
、
個
店
の

売
り
上
げ
に
な
か
な
か
結
び
つ
か
な
い
。

■
建
設
揚
重	

【
県
内
全
域
】

　

稼
働
率
は
地
域
差
が
出
て
い
る
が
、

全
般
的
に
は
低
迷
。

■
自
動
車
一
般
整
備	

【
柏
】

　

原
油
価
格
の
高
騰
に
伴
い
原
材
料
価

格
が
上
昇
し
経
営
を
圧
迫
し
て
い
る
。

　

組
合
員
数
の
減
少
（
14
社
）
で
賦
課

金
収
入
が
減
少
。
見
積
も
り
技
術
の
向

上
等
、
原
点
に
回
帰
し
て
活
動
中
。

■
遊
覧
船	

【
鴨
川
】

　

燃
料
費
の
不
安
定
な
状
況
に
あ
り
、

な
か
な
か
う
ま
く
対
応
で
き
な
い
。

■
学
習
塾	

【
県
内
全
域
】

　

大
き
な
変
化
は
な
い
。た
だ
し
、徐
々

に
大
手
が
中
小
塾
の
縄
張
り
に
進
出
し

つ
つ
あ
る
。
個
別
指
導
や
少
人
数
教
室

の
展
開
、
そ
れ
に
学
力
下
位
層
の
取
り

込
み
な
ど
。

　

新
年
度
に
入
り
、
塾
業
界
は
大
き
な

変
動
を
遂
げ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ

は
、昨
年
度
に
塾
が
公
立
学
校
へ
進
出
。

ま
た
、
経
済
的
に
苦
し
い
家
庭
の
生
徒

に
塾
費
を
補
助
す
る
と
い
う
東
京
都
の

動
き
が
、
今
年
度
ど
う
い
う
形
で
跳
ね

返
っ
て
く
る
の
か
懸
念
さ
れ
る
。

■
土
木
建
築
サ
ー
ビ
ス	

【
県
内
全
域
】

　

公
共
事
業
費
の
削
減
と
制
度
改
革
等

に
よ
り
、年
々
売
上
げ
が
落
ち
て
い
る
。

組
合
事
業
も
多
く
を
見
込
め
な
い
た

め
、
脱
退
組
合
員
が
今
後
も
想
定
さ
れ

る
。

■
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア	

【
千
葉
】

　

じ
わ
じ
わ
と
悪
化
が
進
ん
で
い
る
。

■
貨
物
運
送	

【
野
田
】

　

ガ
ソ
リ
ン
税
に
よ
る
混
乱
が
あ
り
、

厳
し
い
日
々
に
な
り
そ
う
だ
。

　business conditions
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平
成
20
年
度
情
報
連
絡
員
委
嘱

　

本
会
で
は
、
県
下
の
中
小
企
業
の
動

向
を
的
確
に
把
握
す
る
た
め
、
本
年
度

次
の
50
名
を
情
報
連
絡
員
に
委
嘱
し

た
。
毎
月
提
出
さ
れ
る
調
査
報
告
は
本

誌
に
掲
載
さ
れ
る
他
、
関
東
財
務
局
千

葉
財
務
事
務
所
、
千
葉
県
、
全
国
中
央

会
に
報
告
さ
れ
、
施
策
立
案
等
の
参
考

に
さ
れ
て
い
る
。

　

※
は
景
況
調
査
員
を
兼
務
。

製
造
業

【
食
料
品
製
造
業
】

▼
相
澤
勝
（
千
葉
県
学
校
給
食
パ
ン
・

米
飯
（
協
）
事
務
局
長
）
※
▼
辻
村
良

輔
（
千
葉
漬
物
工
業
（
協
）
顧
問
）
▼

入
江
順
（
千
葉
県
味
噌
工
業
（
協
）
事

務
局
長
）
▼
小
倉
次
郎
（
千
葉
県
製
麺

工
業（
協
）事
務
局
長
）▼
山
口
利
夫（
銚

子
水
産
加
工
連
（
協
）
代
表
理
事
）
※

【
繊
維
・
同
製
品
製
造
業
】

▼
藤
間
健
史
（
千
葉
県
テ
ン
ト
シ
ー
ト

工
業
組
合
代
表
理
事
）
▼
大
岩
勲
（
デ

ザ
イ
ン
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｏ

（
協
）
代
表
理
事
）

【
木
材
・
木
製
品
製
造
業
】

▼
榎
戸
和
子
（
千
葉
県
木
材
市
場
（
協
）

統
括
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）▼
島
津
善
郎（
木

更
津
木
材
港
団
地
（
協
）
事
務
局
長
）

【
印
刷
業
】

▼
日
暮
秀
一
（
千
葉
県
印
刷
工
業
組
合

代
表
理
事
）
※

【
窯
業
・
土
石
業
】

▼
関
守
男
（
千
葉
県
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト

工
業
組
合
専
務
理
事
）

【
鉄
鋼
・
金
属
製
造
業
】

▼
金
子
淑
彦
（
千
葉
県
鍍
金
工
業
組
合

常
務
理
事
）
※

▼
長
沢
啓
司
（
千
葉
鉄
工
業
団
地
（
協
）

専
務
理
事
）
▼
八
重
樫
良
一
（
野
田
工

業
団
地
（
協
）
専
務
理
事
）

【
鉱
業
・
採
石
業
】	

▼
中
山
正
（
千
葉
県
採
石
事
業
（
協
）

事
務
局
長
）
▼
竹
内
良
司
（
千
葉
県
土

砂
事
業
（
協
連
）
事
務
局
長
）

【
化
学
ゴ
ム
製
造
業
】

▼
坂
本
悟（
千
葉
バ
イ
オ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

（
協
）
事
務
局
）

非
製
造
業

【
卸
売
業
】	

▼
田
口
幹
弘
（
船
橋
総
合
卸
商
業
団
地

（
協
）
事
務
局
長
）
▼
西
芳
秀
（
県
南

畜
産
処
理
事
業
（
協
）
専
務
理
事
）
▼

深
山
貴
道
（
千
葉
県
資
源
リ
サ
イ
ク
ル

事
業
（
協
連
） 

事
務
局
）
※
▼
平
井
正

樹
（
千
葉
県
セ
メ
ン
ト
卸
（
協
）
専
務

理
事
）
▼
木
内
俊
之
（
千
葉
県
自
動
車

解
体
業
（
協
）
代
表
理
事
）

【
小
売
業
】	

▼
寺
林
幹
雄
（
柏
駅
前
第
一
商
業
（
協
）

顧
問
）
※
▼
斉
藤
博
（
千
葉
県
電
機
商

業
組
合
代
表
理
事
）※
▼
藤
井
芳
夫（
千

葉
青
果
商
業
（
協
）
代
表
理
事
）
▼
槇

幹
男
（（
協
）
大
網
白
里
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
）
▼
戸
田
信
毅

（
千
葉
県
中
古
自
動
車
販
売
商
工
組
合

事
務
局
長
）
▼
家
村
吉
隆
（（
協
）
東

金
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
事
務
局

長
）
▼
堺
滋
基
（（
協
）
野
田
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
）
▼
大
海

原
清
寿
（
千
葉
県
農
業
機
械
商
業
（
協
）

事
務
局
長
）
▼
斉
藤
喜
代
美
（
千
葉
県

自
転
車
軽
自
動
車
商
（
協
）
事
務
局
長
）

【
商
店
街
】

▼
佐
々
木
秀
夫
（
谷
津
サ
ン
プ
ラ
ザ
商

店
街
（
協
）
代
表
理
事
）
▼
宮
内
庄
一

（
銚
子
銀
座
商
店
街（
振
興
）副
理
事
長
）

【
サ
ー
ビ
ス
業
】	

▼
桐
谷
尚
登
（
千
葉
県
自
動
車
整
備
商

工
組
合
事
務
局
長
）
▼
渡
辺
峰
広
（
柏

市
自
動
車
（
協
）
事
務
局
長
）
▼
渡
辺

和
俊（
千
葉
県
ク
レ
ー
ン
建
設
重
機（
協
）

事
務
局
長
）
※
▼
柏
﨑
孝
司
（
千
葉
県

自
動
車
車
体
整
備
（
協
）
事
務
局
長
）

▼
稲
葉
靖
（
小
湊
旅
館
業
（
協
）
代
表

理
事
）
▼
広
瀬
捷
征
（
小
湊
妙
の
浦
遊

覧
船
（
協
業
）
事
務
局
長
）
▼
平
井
亜

里
（
千
葉
市
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
事
業

（
協
）
事
務
局
長
）
※
▼
皆
倉
宣
之
（
千

葉
学
習
塾（
協
）理
事
）▼
伊
藤
克
義（
千

葉
県
測
量
設
計
事
業
（
協
）
専
務
理
事
）

▼
岸
光
雄
（
千
葉
県
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
（
協
）
総
務
部
長
）
▼
古
山
明
（（
協
）

シ
ー
･
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
副
理
事
長
）
※

【
建
設
業
】

▼
長
谷
川
邦
夫
（
千
葉
県
水
道
管
工
事

（
協
）
事
務
局
次
長
）
▼
海
保
智
行
（
千

葉
県
建
設
業
（
協
連
）
常
務
理
事
）
▼

鹿
野
新
一
郎
（
浦
安
建
設
（
協
）
代
表

理
事
）
※
▼
山
中
則
子
（（
協
）
千
葉

県
電
設
協
会
事
務
局
）
※

【
運
輸
業
】

▼
石
川
雅
浩
（（
協
）
シ
ス
テ
ム
ネ
ッ

ト
北
千
葉
専
務
理
事
）

【
貿
易
業
】

▼
檜
貝
孝
二
郎
（
千
葉
県
貿
易
（
協
）

常
務
理
事
）

　

中
小
企
業
金
融
の
円
滑
化
に
資
す
る

た
め
に
「
金
融
検
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
別
冊

（
中
小
企
業
融
資
編
）」
の
趣
旨
に
つ
い

て
、
金
融
検
査
に
お
け
る
事
例
を
紹
介

し
な
が
ら
説
明
し
ま
す
。

　

ご
照
会
い
た
だ
け
れ
ば
無
料
で
講
師

を
派
遣
い
た
し
ま
す
。

　

時
間
は
30
分
～
60
分
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

関
東
財
務
局
千
葉
財
務
事
務
所
理
財
課

℡
０
４
３
・
２
５
１
・７
２
１
４

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
は
学
生
が
在

学
中
に
自
分
の
専
攻
に
関
連
す
る
企
業

に
体
験
入
社
す
る
制
度
で
す
。
こ
の
制

度
は
大
学
や
高
専
学
生
等
を
対
象
に
、

夏
休
み
等
を
利
用
し
て
通
常
１
～
２
週

間
程
度
実
施
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
次
代
を
担
う
学
生
の
勤

労
観
や
就
業
意
識
を
高
め
る
と
と
も

に
、
受
け
入
れ
企
業
に
と
っ
て
は
①
職

場
の
活
性
化
②
学
校
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
窓
口
の
構
築
③
企
業
の
Ｐ

Ｒ
効
果
な
ど
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

組
合
の
会
員
企
業
で
受
け
入
れ
て
も

良
い
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
ら

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

㈳
千
葉
県
経
営
者
協
会

℡
０
４
３
・３
４
６
・１
１
５
８

■
中
央
会
人
事

退
職
（
４
月
30
日
）

▼
金
子
友
樹
連
携
支
援
部
主
事
商
業
支

援
グ
ル
ー
プ

金
融
検
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
説
明
会

講
師
派
遣
の
ご
案
内

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受
入
れ

企
業
募
集

　お知らせ




